
薬学生部会は11月19日午後に行われまし

た。“Pharmacy education from students'

point of view”というテーマのもと、学生の

視点からこれからの薬剤師に必要な薬学教育

について考える場となりました。

まず、IPSF-APROのChairperson、John

NguyenさんよりIPSF-APROと、その年会で

あるＡＰＰＳについて紹介がありました。さ

らに、来年ネパールで開催されるIPSF-

APROの 年 会 、APPS（ Asia P a c i f i c

Pharmaceutical Symposium）について、

Ganesh Subediさんよりネパールの魅力的な

観光スポットの写真を交えて紹介がありまし

た。

次に、今回のディスカッションのために、

軼 Moving On 2

Project （MO2）”の紹

介が行われました。

MO２は、薬学生の学

習環境やカリキュラム

などについてアンケー

トを行い、分析する

I P S F の R e s e a r c h

Projectの一つで2006年

春までの14カ月間の調

査で25カ国約5000人の

薬学生からの回答があ

り、日本でも2006年９

月に日本語訳のアンケ

ートを実施しました。

発表したMO２の結果

より、世界の、また日

本の薬学生がどのよう

に薬学カリ

キュラムや

将来の進路

に対して考

えているか

が明らかに

なりました。

MO２の結果を踏まえてスモー

ルグループディスカッションを行

い、その後それぞれのグループの

意見を発表していただきました。

・Skills required as pharmacist

・Specialization roles in the future

・License requirements

・Pharmacist as triage in society.

薬剤師に求められるスキルとして、調剤は

もちろん、ヘルスケアチームの一員として

様々な能力が必要であるという意見が聞かれ

ました。専門薬剤師については必要であると

多くの意見があった反面、専門知識だけでは

なく、薬剤について一般的に広く知識を持っ

ていることが必要であり、それが専門薬剤師

となる前提であるという意見でした。

薬剤師免許については、日本は更新制では

ありませんが、オーストラリアは更新に勉強

会への出席ポイントと更新料が必要であると

いう情報から、日本でも更新制をとるべきで

あるという意見が多く出ました。

社会での薬剤師の役割という中で、始めに

Triageという概念を出したのですが、初めて

耳にする学生が多かったようです。言葉の定

義を学び、「薬剤師は患者が会う最初の医療

者であり、診察を受けるべきか、ＯＴＣで対

応できるか、適切な判断を下すべきである」

という意見が出ました。

参加者は90%以上が日本人でした。４年制

から６年制へと、まさに移り変わりの時期を

生き抜く私たちにとって、これからどのよう

な教育、制度のもとで社会から必要とされる

薬剤師になるかを話し合う場は、２時間では

短すぎたようですが、将来について考えるよ

いきっかけとなりました。薬学生と教育関係

者とが意見を交換し合える場がこれからさら

に増えていけば、より良い教育につながるの

ではないかと感じました。
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2006年11月18日から21日までの４日間、神奈川県横浜市のパシフィ

コ横浜で、第21回アジア薬剤師会連合学術大会（FAPA Congress）

が開催されました。FAPAでは２年前の第20回FAPA Congress

（タイ）より、国際薬学生連盟アジア太平洋支部（International

Pharmaceutical Students’ Federation - Asia Pacific Regional

Office; IPSF－APRO）とのコラボレーションによる薬学生部会

（FAPA Pharmacy Student Section; FAPA－SS）を分科会の１つ

として取り入れており、今回のFAPA Congressでは、ＩＰＳＦの

準会員であるAPS-Japan（薬学生の集い）が薬学生部会を担当させ

ていただくこととなりました。

21st FAPA Congress Chairperson 

of Pharmacy Student Section

スモールグループディス
カッションのトピックス

学習環境やカリキュラム
25カ国の状況をアンケート調査

ＦＡＰＡ薬学生部会の参加者たち

那須　いずみ（共立薬科大修士２年） 学
生
の
視
点
か
ら
薬
学
教
育
や

薬
剤
師
職
能
を
議
論
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